
福島第一原子力発電所1号機の状況

（４月２８日６:００現在）
主要な出来事

3/1114:４６運転中､地田に上り自助停止’一二…￣へ－１

３ﾉﾕﾕ１５１４Ｚ１０条通報(全交流配源喪失）
3/1116:３６１５条耶象の発生(非轍用炉心冷釦姜畳連木不能）

ﾖﾉ１２０１:２０１５条、顔の発生(格納容器圧力凪常上昇）
3/ｌＺ１０Ｉ１７ベント開始
3ﾉﾕ２１５３６燭発音

3/122020海水及びホウ酸の炉心注水開始
3/Z30ZI33消火系に加え､給水系を使うことにより炉心への注水且増田

（Zm9/h今狙ｍＤ化)｡９:００に拾水系のみに切凹(18ｍ,/ｈ÷11ｍ､/h）
3/Ｚ４１１:３０中央制御室の照明伍偲

ﾖﾉ２５１５３７淡水の炉心注水開始

3/２９０８:3Ｚ仮段取動ポンプでの炉心注水に切呰
3/３１１２:00～4/z158Z6函水貯選ﾀﾝｸ(CST)からサプレツシヨンプール水サージ

タンク(SPT)へ移送開始
3/３１１３$０３～16:04コンクリートポンプ車による放水(淡水）

4/３１２:OＺ仮股冠助ポンプの愈源を仮設tn浬から外部麺源に切替
4/３１３:５５笹水稲からCSTへ移送問蛤

4/５２２:３０原子炉格納容鵠へのⅢ霧封入蝿作開始
4/７０１:３１原子炉格納容冊への宝粛封入開始を確鹿

4個“:１０原子炉格納容鵠への函累封入を高縛肛而竃発生装置に切替
4/１００９:３０復氷鵠からCSTへの移送完了

4/1117:16国地匿発生(佃島県浜通り)により外部耐源が喪失するとともに
炉心注水及び原子炉格納容閉への週鷹封入停止

4ﾉｴ１１７:５６外部電源笹lB
4/１１１８:０４炉心注水再００

４/１１２３:１９原子炉格納容賭への亜索封入繊作開始

4ﾉﾕ１２３:３４原子炉格納容鵠への宝素封入開始を砿gE
4/１７１６:00～17:３０原子炉建囲において､偏人ロボットによる状況GE鹿筍を実施
4ﾉｺ８１１:50～12:12炉心注水に使用しているホースを新品に交換するため注水ポン

プを停止

4/１９１０Hz３１’２号機と3,4月機間の岻源連系強化作藁が完了

4/２５１０:57～18:２Ｓ電亜強化工nJのため､炉心注水ポンプの晒源を一時外部砠亜か
ら仮股D/Gに切替

4/２５１４:10～19:１０ｉｎ源強化工取に伴い､囹累封入を一時停止
4/２５１４:“～l7H3B祗源強化工nJ(1,2号樋と5,6号樋間の砥亜迎系)を実施
4/２５１１:35～13:２４項原子炉RE囮において､爲人ロボットによる状況砿鹿専を実施
4/27105oz炉心注水且を5ｍＶhから最大14ｍ,/hまで段階的に庇化させる操作を開始

コンクリートポンプ皿
により淡水を放水

原子炉圧力ＡＯ５１６ＭＰａｉｏｉ

原子炉圧力Ｂ１２６９Ｍｐａ摩
（状況樋Ｕ２ぞ璽館函陣中）

状恩;大きな度助なし
※1絶対圧に換算

原子炉水位Ａ－１６５０ｍｍ

原子炉水位Ｂ－１６００ｍｍ

状愈:鰹料頂部から上肥水位

が冠水していない。

原子炉水温度一℃
状魍:データなし

原子炉圧力容隈遁旺：

給水ノズル温度１０７３℃
（状況抱脇崔墜OHn口中）

圧力容器下部温度９８５℃

プール木型肛
状luI:叶翻不良

8沮肛

鵠不良

℃ ℃ 除熱

機能

給
圧

原子炉格納容墨圧力：

Ｏ１２５ＭＰａ 

状皿:大きな度動なし

□ Ｓ／P水温Ａ５０７℃

Ｓ／P水温Ｂ５０６℃

状魍:ほほ一定

Ｓ／P圧力Ｏ１２５ＭＰａ

状憩:大きな変動なし外部

電源

非常用

発電機
除熱

機能

２回線確保 仮設電動ポンプにより
淡水を注水

凪亜皿

仮股DＧ

現状:プール及び炉心への淡水注入を継続



福島第一原子力発電所2号機の状況
(４月２８日６:００現在）

主要な出来事1/2既股冷却系を用い

て仮設可動ポンプに
より淡水を注水

3/１１１４:４６運転中.地凪により自動停止Ｉ￣－－－－￣．Ⅱ
ﾖﾉﾕ１１５:4210条通租(全交流、源喪失）
3〃１エ6:３６１５条皿欲の発生(非常用炉心冷却装沮注水不能）
ﾖﾉ1ヨユl:００ベント開始
3/１４１３:Z５１５条、欲の発生(原子炉冷却樋能喪失）
3/１４１６３４海水の炉心注水開始

ﾖﾉ１４２Z:５０１５条巾蝕の発生(格納容隅圧力異iii上昇）
3/15008ozペント開始

3/ｌ５０ａｌＯ凶発音発生
ﾖﾉ１５０６:ZO頃サプレッションプール(圧力抑制室)損傷の可能性あり
ﾖﾉＺＯ１５:０５～17:２０使用済魁科プール冷却系(FPC)から使用済鰹料プ-ル(5FP)に海水を注水
3/2015:４６パワーセンター受画

3/2118822白煙が発生.２２日7:11にほとんど見えない程度に減少
卯２２１６:O7SFPに海水を注水

3/２５ユO:30～１２:ﾕ９FPCからＳＦPに海水を注水

ﾖﾉ2510:10淡水の炉心注水開始
3/Ｚ６１Ｇ４６中央制囮室の照明田蝿

ﾖﾉ2718:ヨユ仮設駐助ポンプでの炉心注水に切呰
ﾖﾉ291630～18:２５仮股晒助ポンプでの淡水のSFP注水に切替
3/２９１５:45～4ｎ１１:５０復水貯蔵タンク(CST)からサプレツシヨンﾌﾞｰﾙ水サージタンク(SPT)へ移送
3/３００９:25～２３:5ＯＳＦPへ注水していたところ､仮股旺助ポンプの不図を破哩(，:45)｡消防ポンプに切替えて

注水するが.ホース破損が確哩(ﾕZ:４７J13:10)されたため､注水中断｡19:05に淡水注水を再
開

4ハエ4:56～17:05FPCからSFPへ仮股晒助ポンプにより淡水注水
4/209:30頃取水口付近のﾋﾟｯﾄに1000mS"hを超える水が溜まっていること及びピット側面から､水が流出

していることを随鹿

4/Ｚ１７:１０復水冊からCSTへ移送開始
4/３１２:12仮殴飯助ポンプの、麺を仮設魎亜から外部趣源に切替
4/３１３:47～14:３０ビット内に､おがくずZO袋.高分子吸収材80袋.裁断処理した断間服3袋を投入

4ハ０７:OB～07:１１トレーサー(入浴剤)的１３kgを海水囮管トレンチ立坑から投入
4/４１１:05～13:３７FPCからSFPへ仮唆趣助ポンプにより淡水注水

4/５１４:酉トレーサーが立坑周辺の慰問から海へ流出していることを陪厘.15:07から狸固剤の注入開始
4/６０５:墾頃ﾋﾟｯﾄ側面からの水の流出が止まったことを確厘

4/７１３:29～14:３４FPCからsFPに仮股旺助ポンプにより淡水注水
4/９１３:１０硬水鵠からCSTへの移送完了
4/101037～12:３８FPCからSFPへ仮設in助ポンプにより淡水注水
4/1117816頃地風発生(柧島県浜通り)により外部電源が喪失するとともに炉心注水停止
4/１１１７:５６外部ｉｎ源復旧
4ﾉﾕﾕ１８:０４炉心注水再開

原子炉圧力ＡＯＯ８５ＭＰａ藤
（状況推幡を矼観飽鹿中）

原子炉圧力ＤＯＯＢ１ＭＰａ塵
（状況推移を魅観砲H2中）

状限:大きな度助なし
※:絶対圧に換算

原子炉水位Ａ－１５００ｍｍ
原子炉水位Ｂ－２１００ｍｍ

状販:鰻料頂部から上妃水位

が冠水していない。

原子炉水温度一℃

状魍:データなし

原子炉圧力容雛沮旺：
給水ノズル沮度１１９９℃

圧力容器下部週肛－℃
（Dfm不良）

除熱機能

（「｢ラプール水温度５００℃０℃ 

圧

原子炉格納容器圧力
ＯＯ７５ＭＰａ 

状魍:大きな度助なし状

サブレッションプ－ル楓囚の可睦せあE性ありあり

S／P水沮Ａ７０４℃

S／P水沮Ｂ７０７℃

状睡:低下傾向

S／P圧カーＭｐａ
（叶紛不良）

非常用
発冠機

除熱

機能

外部

電源

仮段函動

ポンプにより
２回ｉｎ碗保凪源皿

仮設ＤＧ

淡水を注水

現状:プール及び炉心への淡水注入を継続

主要な出来事2/Ｚ

19835～4/１３１７:０４タービン建屋トレンチから遡水館への移送
11:００浬えい確厘等のため一時停止

１３:15～14:５５FPCからSFPへ仮８９m⑰ポンプにより淡水注水
10:13～11:副FPCからSFPへ仮煙囲助ポンプにより淡水注水(11:19国発生した地

匿の影響で､11839に仮tnfMDポンプ停止.118艶にスキマーレベル
の上昇の確厘により酒水を随８２.）

11:19国地園発生(茨城県南部）

13842～原子炉廼回において､無人ロボットによる状況碗鹿辱を実施

１２:１３～1Z:３７炉心注水に使用しているホースを新品に交換するため注水ポンプ
を停止

9:30～１７:４０迅源トレンチ内に止水剤(水ガラス)を注入

8800～15:ﾖＯ凪亜トレンチ内に止水剤(水ガラス)を注入

10:OBタービン辿凪トレンチから鋲中廃風物処理施股へ高緯且滞留水の移送開始

10:Z３１，２号機と3,4号樋間の、亜迎掛強化作藁が完了
16808～１７:２８Ｆ虻からSFPへ仮殴電動ポンプにより淡水注水
15:55～17:４０FPCからSFPへ仮段旺助ポンプにより淡水注水

10:1Z～11:１８FPCからSFPへ仮89m助ポンプにより淡水注水
10:57～18:２５晒琿強化Ｔ率のため､炉心注水ポンプの虹瓦を一時外部晒源から

仮設､/Gに切呰
10$1Z～11:１８FPCからSFPへ仮色皿助ポンプにより淡水注水
14844～17:犯睡超鞠化Ｔｍ(1,2号檀と5`6号樋間の、源迎系)を実施
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福島第一原子力発電所3号機の状況

(４月２８日６:００現在）
主要な出来事1/２

原子炉圧力ＡＯＯ４６Ｍｐａ蕊
（状況推移を趣毎唾匹中）

原子炉圧力ＣＯＯ１２ＭＰａ京
（状況推移を担担鐘鰹中）

状態:大きな変動なし
※I絶対圧に換算

原子炉水位Ａ－１８５０ｍｍ

原子炉水位Ｂ－２２５０ｍｍ
状態:鰹料頂部から上記水位

が冠水していない。

原子炉水温度一℃
状態:データなし

原子炉圧力容鵠禦度ご
給水ノズル週度８６，０℃

（状況推移を塑堕唾浬中）

圧力容器下部温度１０９６℃

3ﾉﾕﾕrIH46運転中､地睡により自動停止Ⅱ￣￣￣￣~'---
3/l115I4Z10柔通報(全交流電源喪失）

3/１３０５:1015条申蝕の発生(非常用炉心冷却装置注水不能）
ﾖﾉ１３０８:4ユベント開始

ﾖﾉﾕﾖｴﾖ:1Ｚ海水及びホウ酸の炉心注水開始
刃１４０５２０ベント開始

３/１４０７:４４１５条駆象の発生(格納容器圧力異常上昇）
3/１４１１:01鰹発音
ﾖﾉ１５０８:３０tin白煙が発生

3/１７０９:48～10:０１自衛隊ヘリによる放水

ﾖﾉﾕﾌﾕ9:05～19:１５警察の高圧放水車による散水
3/１７１９:35～ZOBO9自衛隊の消防車により放水

3/1814時前～14:３８自衛隊消防車6台による地上放水～14:４５米軍消防車1台による地上放水
ﾖﾉｌ９０ｌ３０～01:１０東京消防庁ﾊｲﾊﾞｰﾚｽｷｭｰ隊放水

3/１９１４:10～ﾖﾉ2003:４０束京消防庁ﾊｲﾊｰﾚｽｷｭｰ隊放水

3/２０１１:００格納容器内圧力が上昇(3ZOkPa)｡その後､低下
3/2021:35～ﾖﾉ２１０３:５８束京消防庁ﾊｲﾊｰﾚｽｷｭｰ隊放水

3/２１１５:55頭灰色がかった煙が発生｡１７:55に煙が収まっていることをB2鰹
3/２２１５:10～1610Ｏ東京消防庁ﾊｲﾊｰﾚｽｷｭｰ隊及び大阪市消防局放水
刃ＺＺＺＺ:４５中央制御室の照明復帰

ﾖﾉｭｮﾕﾕﾄﾞ03.13:20使用済燃料プール冷却系(FPC)から使用済鰹料プールISFP)に海水を注水
3/２３１６:ZO頃黒煙が発生｡23:３０頃及びﾖﾉ２４０４:50に煙の発生が止んでいるEとを喧哩
3/２４０５:35～l6HO5FPCからSFPに海水を注水

3/２５１３:Z8～16100束京消防庁の支擾を受けた川崎市消防局による放水
3/２５１８:02淡水の炉心注水開始
3/ZフユZ:３４～1436コンクリートポンプ血による放水(海水）
3/２８１７:40～ﾖﾉﾖ１０８:40頃復水貯蔵タンク(CST)からサプレツションﾌﾞｰﾙ水サージタンク(SPT)へ移送
3/Ｚ８ＺＯ:30仮股掘助ポンプでの炉心注水に切替
4/３１２:１８仮設電動ポンプの湿源を仮股甑源から外部電源に切替
4/１１１７:16頃地鯉発生(祖島県浜通り)による1,2号機の外部冠源喪失に伴い炉心注水停止
4/１１１８;０４１`2号樋の外部電源坦旧(4/1117:56)により､炉心注水再開

4ﾉﾕﾌﾕﾕ:30～14$00原子炉建屋において､無人ロボットによる状況確甥等を実施

4/１８１Z:38～13:０５炉心注水に使用しているホースを新品に交換するため注水ポンプを停止
4/1910:Zヨユユ号ＩＨＩと3,4号機間の砥源連携強化作藁が完了
4にＺ１３:40～14ＩＤＯ燃料プール冷却材浄化系を用いて使用済懲料プールに淡水を試験注水

4/２５１０:57～18125耐源強化工取のため､炉心注水ポンプの冠源を一時外部冠源から仮殴り/Gに切替

コンクリートポンプ車
により淡水を放水

除熱機能

(１－｢？｛ プール水温度一℃状態:計器不良

原子炉格納容鵠圧力：
Ｏ１０１７ＭＰａ 

状態:大きな変動なし

□ 
S／P水温Ａ４１．０℃

S／P水温Ｂ４１．０℃

状態:ほぼ一定

S／P圧力Ｏ１７８３ＭＰａ

状態:大きな変動なし

非常用
発函機

外部

電源

除熱

機能

２回線磁保矼翻血仮設砠動
仮設DＧポンプにより

淡水を注水

現状:プール及び炉心への淡水注入を継続

主要な出来事z/Z

＜コンクリートポンプ車による放水(淡水)＞
ﾖﾉＺ９１４:１７～18:１８，３/３１１６:ﾖO～19:33.４/Zoo:52～１２:54,4/４１７:Oﾖｰﾕ9:19, 

4/７０６:53～8:５３､４/Ｂ１７ＨＯ６～２０:00.4ﾉﾕ０ユ7:15～19:15,4/ｌＺ１６:２６～17:16,

4/１４］5:56～1632,4/1814:17～15:02.4/2214:19～15:40,4/２５１２:Z5～14:０２ 



福島第一原子力発電所4号機の状況

(４月２８日６:００現在）
主要な出来事

地煙墨生時､定期検査により停止中’－－－－．－Ｕ
ﾖﾉ１４０４:０８使用済煙料プール週匿B4℃
3/１５０６８１４４Fの壁が－部破損の確湧

3/１５０９８３８３階部分で火災Ｕｚ:２５鎮火）
3/１６０５:４５４号機で火災｡虫業者によると現珊での火は砿鹿できず(06:15）
3/２００８:Z1～09:４０自衛隊による使用済燃料プール(SFP)への放水
3/2018:30頃～19:４６自衛隊によるSFPへの放水

3/２１０６３７～08:41自衛隊によるSFPへの放水
3/ｚ１１５:CO頃パワーセンターまでのケーブル散股完了
3/２２１０３５パワーセンター受趣
くコンクリートポンプ皿による放水(海水)＞

ｙ２Ｚ１７:17～２０:３２，３/２３１０:００～13:OZ､ﾖﾉ２４１４:36～１７:30,3/２５１９:05～ZZ:０７． 

３/２７１６55～19:２５ 

３/２５０６:ＯＳ～10:ＺＯ使用済188科プール冷却系(FPC)からSFPに海水を注入
3/２９１１:５０中央制御室の照明個掃

4/ｌＺ１Ｚ:００～i3p4SFP内の水のサンプリング作業を実施
4/１９１０:231,z号機と3,4号槻岡の冠源連携強化作業が完了
4/２２コンクリートポンプ軍(62,級)を用いて計測装田を吊り下げ､使用済h凶料プールの

水位等を測定

くｺﾝｸﾘｰﾄポンプ車による放水(淡水)＞
3/３０１４:０４～18:33,4/１０８:２８～14:14,4/３１７:14～２２:16,4/５１７:ﾖ5～18:ZZ、

4/７１８:２３～19:40,4/９１７:０７～19:２４．４/130830～6:５７．４/１５１４:３０～18:29, 

4/１７１７:39～２１:22,4/１９１０:17～11:35.4/２０１７:OB～20:31､４/Zユユフ:14～21:Z0.

4/ＺＺ１７:52～Z3:53,4/２３１２３０～16144,4/２４１２:２５～17:０７．４/２５１８:15～翌O:Z6,
4/２６１６:50～２０:３５，４/Zフ１２:18～15:1５

定検停止中
コンクリートポンプ、

プール水温度:－℃
状態;叶器不良

除熱

機能

原子炉内に燃料体なし原子炉内に̄ 

□ 
除熱

機能

非常用

発電機

外部

電源

原子炉内に燃料体
ないため除熱不要

２回線確保 砠源工

仮設ＤＧ

現状:原子炉圧力容器に懲料体が存在しない
プールヘの淡水注入を継続



福島第一原子力発電所5号機の状況
（４月２８日６:００現在）

定検停止中
炉水とプール水を

切替えて除熱
原子炉圧力:Ｏ１０８ＭＰａ嬢

原子炉水位:２０８１ｍｍ

原子炉水温度:３８．７℃

状況:操作により圧力等を制御中。
※:絶対圧に換算

プール水温度:４０．４℃
状況:除熱機能が回復。

1度；４０．４℃
機能が回復。

除熱機能

原子炉圧力容器潟度二
原子炉水温度にて監視中。

主要な出来事
3厘０１４:３０冷温停止’￣~￣￣－－￣１
３に１１１:３６外部電源から受晒開始

3に３１７:２４残留熱除去海水系(RHRS)ポンプが､仮設から本設の耐源への切り替え
の際に自動停止

3に４１６:１４ＲHRSポンプの修理完了
3尼４１６:３５冷却開始

4/４２１:00～4ﾉ８１２:１４サブドレンピットの低レベルの地下水を海洋に放出(約950t）
4厘５１２:22～16:４３電源強化工事に伴い､残留熱除去系(RHR)ポンプを一時停止

4/２５１４:44～17:３８電源強化工事(１２号機と5,6号樋間の電源連系)を実施

【。
非常用

発電機
外部電源 除熱機能

１回線硫保 炉水とプール水を

切替えて除黙

6号機非浦
用、Ｇ２台を

共用

福島第一原子力発電所6号機の状況
（４月２８日６:００現在）

定検停止中炉水とプール水を

切替えて除黙

プール水温度:27.0℃
状況:除熱機能が回復。

除熱機能除熱機能 原子炉圧力:０．１１４MPa蕪

原子炉水位:２１３８ｍｍ

原子炉水温度:４７．５℃
状況:操作により圧力等を制御中。
※;絶対圧に換算

原子炉圧力容器温度：
原子炉水温度にて監視中

主要な出来事
3/２０１９:２７冷温停止ロ-

3/２２１９:１７外部電源から受冠開始
4/４２１:00～4/９１８:５２サブドレンピットの低レベルの地下水を海洋に放出(約373t）
4/１９１１:00～15:00タービン建屋地下の溜まり水の丘を隅査するため､当咳溜まり水

を復水器へ移送
4に０９:51～15:５６仮鰯慰留黙除去海水系(RHRS)のホースの位伍を亜更するため、

残留熱除去系(RHR)ポンプを一時停止
4/２５１４:“～17:３８電源強化工碩(1,2号機と5,6号機間の函源迎系)を実施

○
○
 

非常用

発電機
除熱機能外部緬源

１回純硴保非常用、Ｇ２台 炉水とプール水を

切替えて除黙
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